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本 社

商号 花王株式会社（Kao Corporation）

本店所在地 東京都中央区日本橋茅場町

一丁目14番10号

創業 1887年6月（明治20年） 132年

設立 1940年5月（昭和15年）

売上高 1兆5,022億円（連結）

資本金 854億円

従業員数 33,603名（連結）

花王株式会社概要
2019年12月31日現在
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花王グループの生産拠点（日本10拠点）

鹿島

川崎和歌山
・ 家庭品の西日本供給拠点

ケミカルの供給拠点

酒田

愛媛 栃木

化粧品（ソフィーナ）

豊橋

ケミカル製品

ヘアカラー
ヘアケア製品

東京

生理用ナプキン
紙オムツ

入浴剤
紙オムツ（輸出用）

衣料用洗剤／台所用洗剤
住居用洗剤
シャンプー、リンス

生理用ナプキン
紙オムツ

・ 家庭品の東日本供給拠点

・ サニタリ製品東日本供給拠点・ サニタリ製品西日本供給拠点

・ 紙加工製品の
グローバル供給拠点

・ ケミカル供給拠点

・ BC新製品の
供給拠点

小田原

化粧品

・ 化粧品のグローバル供給拠点

・ 新規開発型拠点

富士
・ 紙製品の原料供給拠点

住居用紙製品
（原料）

衣料用洗剤／台所用洗剤
住居用洗剤
シャンプー、リンス
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⚫生活者や住民に 安心安全 をお届けする

⚫社員を化学物質による危険性・有害性から確実に守る

新規開発した化学物質リスクアセスメントツールで

「迅速で」「配慮の行き届いた」「抜けの無い」リスク評価と対策を実施

化学物質を扱う企業の参考になり、活動がレベルアップすることで

化学工業界及び生活者すべてに貢献していきたい

花王の願い

安心・安全な製品を社会へ供給する責任として
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■ 2016年
■ 2015年

日本の化学物質リスクアセスメントの状況

⚫ 全体平均 ： 50％弱で推移。義務化前後で変化していない。(H29年度調査 53%)
⚫ ３００人以上の事業所では70％ ： 中小企業が低迷。

実施率が上がらない理由
◼ 人材がいない （５５％）
◼ 方法がわからない （３５％） 2020年12月3日

厚生労働省化学物質対策資料より
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2020年までに花王では１００％実施完了

日本の実施率向上へ貢献したい
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厚生労働省化学物質対策資料より
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作業原料（約40~50原料/商品） 設備× × ＝ リスクアセスメント数

規制対象：約670物質
努力対象：約６万物質

効果①：評価時間の短縮 （３～５日/品 →数時間/品で評価可能）
効果②：標準化 （個人差のあった評価が、ツールにより標準化が可能）
効果③：低コスト （エクセルでも簡易評価可能）
効果④：正確さ （数種類のデータベースを利用し、網羅的な判定が可能）

既存品：約 10,000 品
新製品：約 1,500 品/年
作業数：約 20,000 作業

花王の生産における課題と効果

評価ツールで
評価＆対策

リスク低減検討も簡単に評価
（保護具、換気など選定）

目標

化学物質を扱う人たちが
安心して作業できる環境

作りへ貢献したい

多くのリスクアセスメントを誰もが短時間で正確に評価し、リスク低減が迅速に可能な仕組み！

計量 仕込 抜出

Ａ

Ｂ

充填

混合 充填成型粉砕計量

非常に多い
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活動の背景と要旨

① 生活者・住民、社員を 化学物質による危険・有害性から確実に守る

⚫ 安衛法指定６７３物質だけでなく花王で取り扱う 「全化学物質」を評価

② 多様化する商品、原料、製造環境の中で安全を確保する仕組みの確立

⚫ 全作業を網羅した抜けの無いリスクアセスメントの実施

⚫ 近接する相互作業のリスクを評価できる仕組みと手順を設定

③ 花王の強みを生かした化学物質リスクアセスメントツールの開発と手順設定

⚫ 誰でも容易に評価できるツール開発 ： ３～５日/品 ⇒ 数時間/品で評価可能

⚫ 日本の化学物質リスクアセスメント実施率を向上 （ロジックの提供など）

④ 外部団体との情報交換により相互のブラッシュアップ

⚫ （みずほ総研様）民⇔民、（厚労省）官⇔民の協力による社会への貢献
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改正安衛法の対象範囲と花王の実施範囲
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５５１物質

６７３物質 約６万物質

８物質 石綿など

ＰＣＢなど
健康障害多発

健康障害多発

一定の危険・有害な物質

危険性・有害性が確認されていない物質

重度の健康障害あり

安衛法の化学物質管理 花王の化学物質管理

社員の安全第一を考慮
（すべての原料を評価対象）

花
王
の
リ
ス
ク
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油 脂
油 脂 誘 導 体

・エステル
・陰イオン性界面活性剤
・陽イオン性界面活性剤
・両性界面活性剤
・非イオン性界面活性剤
・アマイド
・ケトン
・メルカプタン
・クロライド
・酸クロライド

・・・・

[家庭用品］

・石 鹸
・洗 剤
・ｼｬﾝﾌﾟｰ･ﾘﾝｽ
・化 粧 品

[工業製品］
・繊 維
・紙・パルプ
・医 薬
・建 材
・農 業
・洗 浄 剤
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
・塗 料
・燃 料

・・・・

脂肪アルコール
RCH2OH

脂肪アミン
RCH2NH2

脂肪酸
RCO2H

グリセリン
CH2OH

CHOH

CH2OH

CH2OCOR1

｜
CHOCOR2

｜
CH2OCOR3

ﾄﾘｸﾞﾘｾﾗｲﾄﾞ

花王の製品群の特徴

原料 製造（合成・配合・充填・包装） 製品

⚫ケミカル製品から、家庭用製品まで多くの製品を製造
⚫多くの使用原料と多様な製品化プロセス
⚫化学品規制、製品カテゴリーに応じた規制対応
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〈既存品〉
約10,000種

〈新製品〉
約1,500種

化粧品
７０％

シャンプー・リンスなど
２０％

歯磨き・入浴剤など
１５％

洗剤など
１５％

家庭品製造における配合処方数と作業数

※ ケミカル事業の製品数
◼ 国内 ： 約7,000種類

◼ 国内の家庭品処方

⚫常に約１０，０００種の配合処方を製造
（多品種生産）

⚫全配合処方に累積で約１００，０００種の原料を使用
（多様化する原料/物質の取扱い）

⚫配合処方数 × 原料数 × 設備数 ⇒ ２０，０００ 作業
（生産サイズの多様化による作業の多様化）

⚫新製品による約 １，５００種／年の配合処方増減
（社会の多様性、受入れ性の変化への対応）

花王全体 配合処方数 累積原料数 作業数

件数 約 10,000 約 100,000 約 20,000

◼ 国内10工場の化学物質取扱い状況
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化学物質リスクアセスメントの実施ポイント

既存品と新製品の両立 ： 事業の変化に対応し安全が継続できる仕組み作り

⚫ 隣接した設備での作業の網羅性の確保が難しい

⚫ 商品（配合処方）の多様化に対応した仕組み作りが必要

⚫ 全ての製品・作業の迅速かつ的確な評価と対応が必要

◼ 作業場の網羅が安全の重要なポイント ： 全ての作業、全ての原料

◼ 製品群の多様化により配合処方が非常に多い ： 既存品 ⇒ 約 10,000 件

新製品 ⇒ 約 1,500 件

◼ 製品群の多様化から設備も多く現場も多様化 ： 約 20,000 作業

課
題
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化学物質リスクアセスメントの実施における課題

＜新製品対応における課題＞
⚫ 新製品上市は、スケジュールが重要

⚫ 現状評価ツールでは短期で評価が困難

①商品改廃１，５００処方：１５年以上かかる

②原料５０種/処方のＧＨＳ情報収集に時間必要

③複数処方で同原料を使用しており効率が悪い

＜既存品対応における課題＞
⚫ 非常に多くの処方・作業の迅速対応が必要

⚫ 隣接した設備作業の影響を受ける場所あり

⚫ 現状評価ツールでは短期で評価が困難

①１処方 ： ３～５日／人でかかる

②全１０,０００処方：１名で １００年以上かかる

⚫ ２０２０年までに完了が目標

遵法、正確、迅速かつ効率的な評価法の確立が必要

◼ 化学物質リスクアセスメントの迅速かつ効率的な評価・管理法の確立

◼ 化学物質リスクアセスメント自動評価ツールの開発

解決するためには

⚫ 隣接設備の作業リスクまで考慮した花王独自の考え方の提案

⚫ 多原料（他物質）を一括判定できる花王独自のツールの開発
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事業の変化に対応し安全が継続できる仕組み作り

⚫ 高次評価ツール ： CREATE SIMPLE / ECETOC TRA

リ
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ク
低
減
不
可

ハ
イ
リ
ス
ク
ラ
ン
ク
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リスク
（Ⅰ）
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全
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門
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ザ
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作
業
者
の
安
全
確
保
・
教
育

⚫ 情報共有
⚫ 対応の教育

作業員の安全を確実に守るための手順を策定

◼ ダブルチェック
◼ 現地調査
◼ 対応の策定

ＲＡツール開発

◼ コントロールバンディング法 ： 高めのリスク見積り
（ハイリスク抽出）

◼ 高次評価ツール ： 詳細リスク評価
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作業場所のより安全な評価・管理法の確立

◼ ゾーン（生産エリア別）評価法の目的と手順

⚫目的 ： 隣接した設備での作業影響を考慮し作業者の健康安全を確保

⚫手順 ： 社内・外の情報連携で各ゾーンの代表商品を抽出し化学物質ＲＡ実施

処方開発情報
ＮＩＴＥ

有害性情報
ＳＤＳ情報

ゾーン・生産品目
情報

各ゾーンの代表商品抽出

化学物質
リスクアセスメント実施

メリット ： 隣接作業の安全管理が可能

デメリット ： リスク評価・管理が厳しくなる

⚫ 各ゾーンのリスクレベル設定・管理
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有害性ランク リスクランク 有害性ランク リスクランク 経口・吸入 経皮 眼

A ＳＳＳＳＳ Ac Ⅱ Ac Ⅲ 使い捨て防塵マスク 保護手袋
保護

メガネ

B ＸＸＸＸ Ad Ⅱ Ad Ⅲ 使い捨て防塵マスク 保護手袋
保護

メガネ

B ＫＫＫ Bd Ⅲ Bd Ⅲ 不織布マスク 保護手袋
保護

メガネ

C ＭＭＭＭ Ad Ⅱ Ad Ⅳ 使い捨て防塵マスク 保護手袋
保護

メガネ

製造
ゾーン

保護具
健康有害性ランク

コントロールバンディング
健康有害性ランク

ＣＲＥＡＴＥ　ＳＩＭＰＬＥ評価後商品名

ゾーン区分管理の目的と効果

AcⅡ ⇒ AcⅢ
・使い捨て防塵マスク
・保護手袋
・保護メガネ

AｄⅡ ⇒ AｄⅣ
・使い捨て防塵マスク
・保護手袋
・保護メガネ

AdⅡ ⇒ AdⅢ
・使い捨て防塵マスク
・保護手袋
・保護メガネ

相互影響を考慮により「厳しい評価結果」の傾向

安全な方向で評価、管理

目的 ： 作業員の安全確保のため
隣接した設備の相互影響を評価・管理に含む

抽出方法 ： 社内外情報をシステム連携し該当処方を抽出

ゾーン Ａ ゾーン Ｂ

ゾーン Ｃ

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ

GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ

GCK-11R
ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ

GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ

GCK-11R

ｱﾐﾗｲﾄ
GCK-11R
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1. 会社概要/花王Gr生産拠点

2. イントロダクション
⚫ 花王の願い/日本の化学物質リスクアセスメント状況

花王の生産における課題と効果/活動の背景と要旨

3. 化学物質リスクアセスメントの確実な実施体制の構築
① 改正安衛法の対象範囲/花王の実施範囲
② 製品群の特徴/対象製品のボリューム感調査

推進のポイント/活動推進の課題と推進体制構築

4. 遵法、正確、迅速かつ効率的な評価法の確立
① ゾーン管理による広範囲での評価方法の提案
② 社内外協力体制/ＳＤＳ情報のデータベース化/ＲＡ支援ツール開発
③ 化学物質リスクアセスメント支援ツールの紹介/評価結果

5. 今後の推進活動
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化学物質ＲＡ評価ツール開発に向けた社内外協力

化学物質管理の花王の独自性と社外協力の融合

◼ 花王の強み

⚫ ２０１２年～ 部門を横断した組織活動でのＧＨＳ版ＳＤＳ整備・管理の実行／継続

⚫ ２０１７年～ 保有ＳＤＳ情報のデータベース化 （デジタルデータ化）を実施し活用

▶ 社内の関連部門との協議による手法確立

⚫ ＳＡＩＣＭ推進委員会（部門を横断した組織）

⚫ 全工場・全技術部門

▶ みずほ情報総研㈱ 様との情報交換と評価ツール開発協力

⚫ 化学物質ＲＡ（コントロールバンディング法）ツール開発へのアドバイス

⚫ CREATE CREATE の使用上の課題抽出とフィードバック

▶ 厚生労働省事業への協力

⚫ ＲＡに基づく化学物質取扱い教育ツール （モーションコミック）作成

◼ 相互協力
◼ 第三者評価
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ＳＤＳ情報のデータベース化推進

◼ 購入原料のデータベース化

⚫ 購入原料ＳＤＳのデータベース化 ： 2017年12月開始～2019年10月完了

⚫ 更新のあったＳＤＳに関しては、担当部署が データーベース化を継続

⚫ 過去から蓄積した ＧＨＳ版 ＳＤＳ完全取得がＲＡ支援ツール開発のＫｅｙに

6,272件／全6,272件 １００％ 達成！

◼ 今後の方向性と新たな課題

⚫ 改正ＪＩＳ版（ＪＩＳ第６版）入手：サプライヤーに提供依頼中

→ ＪＩＳ改正時は情報入手に多くの工数が必要

最新データの入手は継続して実施しなければならない

JIS改正によるデータの更新入力 ～２０２２年５月完了目標
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化学物質リスクアセスメント支援ツール設計
（コントロールバンディング法）

ＳＤＳ（ＧＨＳ情報）
データベース

花王原料
ＳＤＳ作成システム

購入原料
ＳＤＳデータ入力ツール

（完成版）

ＳＤＳ（ＧＨＳ情報）
データベース

（モデルソフト/Excel 版）

危害性ランク変換シート

購入原料・振替原料
ＳＤＳデータベース

処方情報入力シート

２０１８年１０月完成２０１７年３月完成

花王原料 購入原料

⚫ ＧＨＳに基づいた危険・有害性評価

⚫ ８０原料を一括評価

⚫ ＳＤＳ情報を自動表示

⚫ ２ステップ入力で簡単評価

▶ 一般的な評価ツールは１物質ごとの評価しかできない

（厚生労働省 コントロールバンディング、ＥＣＥＴＯＣ ＴＲＡなど）

※ ロジック提供により実施率に貢献したい
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物質番号

1
2
20

3
4
20

A槽生地
B槽生地

5
6
20
7
8

（A槽）
仕込み・混合

（B槽）
仕込み・混合

（メイン混合槽）
仕込み・混合

簡易工程図

A槽生地

B槽生地

製品生地

充 填

検索 ８０原料を同時評価が可能なシステム設計

⚫ １原料分の画面 （初期画面） × ８０原料分

化学物質リスクアセスメント支援ツール
（自動判定コントロールバンディング法）

Page
Open

Page
Close
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物質番号

1
2
20

3
4
20

A槽生地
B槽生地

5
6
20
7
8

（A槽）
仕込み・混合

（B槽）
仕込み・混合

（メイン混合槽）
仕込み・混合

簡易工程図

A槽生地

B槽生地

製品生地

充 填

検索

⚫ 原料コード番号を入力し、“検索”を押す

化学物質リスクアセスメント支援ツール
（自動判定コントロールバンディング法）

品目情報 絵表記 法令情報

危険・有害性
レベル

ばく露
レベル

リスク
ランク

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

高い

低い

評価レベル・ランク一覧

Page
Open

Page
Close
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物質番号

1
2
20

3
4
20

A槽生地
B槽生地

5
6
20
7
8

（A槽）
仕込み・混合

（B槽）
仕込み・混合

（メイン混合槽）
仕込み・混合

簡易工程図

A槽生地

B槽生地

製品生地

充 填

検索

⚫ 該当のＳＤＳ情報を約２０秒/原料で検索完了
⚫ 各危険・有害性区分ごとに有害性レベルを自動計算表示

化学物質リスクアセスメント支援ツール
（自動判定コントロールバンディング法）

◼ ２０秒／原料でＳＤＳ情報検索結果を表示
◼ 危険・有害性レベル計算結果を表示

Ａ危険・有害性レベル

Page
Open

Page
Close
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物質番号

1
2
20

3
4
20

A槽生地
B槽生地

5
6
20
7
8

（A槽）
仕込み・混合

（B槽）
仕込み・混合

（メイン混合槽）
仕込み・混合

簡易工程図

A槽生地

B槽生地

製品生地

充 填

検索

ば
く
露
情
報
を

プ
ル
ダ
ウ
ン
選
択

⚫ 該当するばく露情報をプルダウン選択する
⚫ ばく露情報からばく露レベルとリスクランクを１秒で自動計算

化学物質リスクアセスメント支援ツール
（自動判定コントロールバンディング法）

Page
Open

Page
Close
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物質番号

1
2
20

3
4
20

A槽生地
B槽生地

5
6
20
7
8

（A槽）
仕込み・混合

（B槽）
仕込み・混合

（メイン混合槽）
仕込み・混合

簡易工程図

A槽生地

B槽生地

製品生地

充 填

検索
Page
Open

Page
Close

⚫ ばく露レベルの自動計算、リスクランクの自動計算を完了し表示
⚫ 全原料表示のため“Ｐａｇｅ Ｃｌｏｓｅ”を押すと各原料の総合リスク区分を表示

化学物質リスクアセスメント支援ツール
（自動判定コントロールバンディング法）

◼ ばく露レベルを自動計算表示
◼ 危険・有害性ランクを自動計算表示

Ａｃ
（Ⅱ）

ばく露レベル

リスクランク

危険・有害性レベル
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物質番号

1
2
20

3
4
20

A槽生地
B槽生地

5
6
20
7
8

（A槽）
仕込み・混合

（B槽）
仕込み・混合

（メイン混合槽）
仕込み・混合

簡易工程図

A槽生地

B槽生地

製品生地

充 填

Page
Open

Page
Close

⚫ 評価対象原料のリスクランクを整理して全体表示完了

化学物質リスクアセスメント支援ツール
（自動判定コントロールバンディング法）
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対象
作業数

リスクランク

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

16,213
健康有害性 11 354 3,652 6,324 2,019

物理化学的危険性 3 541 13,207

対象
物質数

リスクランク

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

2,846
健康有害性 3 429 928 752 653

物理化学的危険性 1 154 1,778

＜２０１９年既存品評価結果：全工場＞

※健康有害性におけるリスクランクは一番高いリスク値を示す「呼吸器からの吸入」「皮膚からの吸収」「眼への混入」

※対象作業数とは、作業手順書毎の工程数を表す。すなわち同一物質を重複カウントする。

対象
作業数

リスクランク

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

3,319
健康有害性 0 242 971 982 561

物理化学的危険性 0 229 2,373

対象
物質数

リスクランク

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

653
健康有害性 0 3 109 285 256

物理化学的危険性 0 8 645

＜２０１９年新製品評価結果＞

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

Ａａ Ａｂ Ａｃ Ａｄ Ａｅ

Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ

Ｂａ Ｂｂ Ｂｃ Ｂｄ Ｂｅ

Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ

Ｃａ Ｃｂ Ｃｃ Ｃｄ Ｃｅ

Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

Ｄａ Ｄｂ Ｄｃ Ｄｄ Ｄｅ

Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

危
険

性
性

レ
ベ

ル

暴露レベル

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

Ａａ Ａｂ Ａｃ Ａｄ Ａｅ
Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ
Ｂａ Ｂｂ Ｂｃ Ｂｄ Ｂｅ
Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ｃａ Ｃｂ Ｃｃ Ｃｄ Ｃｅ
Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ
Ｄａ Ｄｂ Ｄｃ Ｄｄ Ｄｅ
Ⅱ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅳ
Ｅａ Ｅｂ Ｅｃ Ｅｄ Ｅｅ
Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅴ

暴露レベル

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

有
害

性
レ

ベ
ル

化学物質リスクアセスメント支援ツールによる評価結果

⚫ コントロールバンディング評価 ： １００％完了

⚫ リスクランクⅠ・Ⅱの低減措置 ： １００％完了
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Supply Chain Management (SCM)Division まとめと今後の推進活動

まとめ
◼化学物質リスクアセスメント支援ツール開発完了
◼化学物質リスクアセスメント推進体制の構築完了
◼国内１０工場の評価完了 （維持継続）

今後の推進活動
⚫工場（実製造現場）で進められる教育と維持管理体制の強化
⚫海外２８工場への活動を水平展開
⚫外部からの要請へ対応 ： ロジック、簡易版の提供など

更なる改善により「誰でも」即使用できるシステムの検討
→ 化学物質リスクアセスメント実施率向上へ貢献



ご清聴ありがとうございました


